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令
和
の
幕
開
け
と
な
っ
た
本
年
度
の
一
宮
支
部
展
は
、 

第
六
五
回
記
念
と
し
て 
「
先
賢
遺
墨
展
」 

併
設
の
上
、 

開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
十
七
年
以
降
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た

十
名
の
先
生
方
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
再
び
巡
り
合
う
こ

と
が
で
き
た
喜
び
に
加
え
、 

御
生
前
の
支
部
へ
の
多
大
な

る
御
貢
献
、 

御
厚
恩
に
対
す
る
拝
謝
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
で
す
。 

こ
の
貴
重
な
特
別
展
示
に
御
協
力
頂
き
ま
し
た

関
係
者
の
皆
様
に
は
、 

改
め
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

　

恒
例
の
支
部
展
も
、 

本
部
か
ら
、 

理
事
長
の
伊
藤
仙
游

先
生
、 

副
理
事
長
の
岡
野
楠
亭
先
生
、 

同
加
藤
裕
先
生
、 

同
松
下
英
風
先
生
、 

事
務
局
長
の
横
井
宏
軒
先
生
、 

企
画

委
員
長
の
大
池
青
岑
先
生
の
賛
助
出
品
を
賜
り
、 

支
部
先

生
方
か
ら
は
一
七
七
名
。 

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
に
お
き
ま
し

て
も
、 

団
体
個
人
共
に
多
数
の
御
出
品
を
頂
き
、 

各
先
生

方
の
変
わ
ら
ぬ
御
尽
力
御
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

　

さ
て
昨
年
度
よ
り
会
期
中
に
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
。 

本
年
度
は
武
山
翠
屋
先
生
が
お
話

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

書
を
継
続
さ
せ
る
に
は
、 

目
標

を
持
ち
仲
間
を
持
っ
て
、 

色
々
な
出
会
い
の
中
か
ら
得
る

も
の
感
じ
取
る
も
の
を
活
か
す
。 

興
味
そ
そ
ら
れ
る
導
入

か
ら
、 

先
生
御
自
身
の
人
生
感
を
変
え
た
良
寛
、 

師
橋
本

翠
川
先
生
と
の
出
会
い
。 

そ
し
て
、 

そ
こ
か
ら
得
た
書
制

作
の
極
意
へ
の
展
開
。 

こ
の
書
面
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い

程
の
有
意
義
な
三
十
分
間
で
し
た
。 

　

末
筆
抜
粋
誠
に
失
礼
乍
ら
、 

武
山
先
生
が
声
を
大
に
し

て
繰
り
返
し
お
話
し
さ
れ
た
先
賢
佐
野
桃
子
先
生
か
ら
頂

い
た
お
言
葉
を
添
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

「
一
つ
の
こ
と

を
追
求
す
る
喜
び
を
味
わ
っ

た
人
は
、 

一
生
退
屈
し
な

い
」
。 

　

次
年
六
十
六
回
に
お
き
ま

し
て
も
、 

先
生
方
の
多
数
の

御
出
品
、 

並
び
に
御
尽
力
御

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和元年度　支　部　展


